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2022年度事業報告・決算



①グッド・トイ選考・普及事業１．普及・啓発事業

グッド・トイ大賞、芸術と遊び賞
アルゴループ（IDEA IKEDA・池田 洋介）

林野庁長官賞 かくれんぼパズル
さとやま・きょうりゅう・うみべ（山のくじら舎）

ユニバーサル賞
リズムポコ オリジナルドラムセット（株式会社ナカノ）

多世代交流賞
こま人形シリーズ（独楽工房 隈本木工所）

おうち遊び賞 はじめてのゲーム・果樹園
（ハバ社／株式会社ブラザー・ジョルダン社）

４５点のおもちゃが受賞

２年ぶりにリアルでの授賞式を開催

（Ⅰ）「グッド・トイ2022」選考

4月より応募受付開始。コロナ感染症対策を十分に行い
ならが、２年ぶりに実物のおもちゃを囲んでの選考会を実
施。６月、選考委員・運営委員・ゲーム選考委員約30名
が集い、 ２日間に渡り時間をかけて選考を行った。

今年度より、各専門領域を持った選考委員が選考会に
て熟議の上グッド・トイを決定、４５点がグッド・トイ受賞と
なった。そして、８月の冊子選考では全国のおもちゃコン
サルタントが大賞と各部門賞の投票へ参加した。

（Ⅱ）グッド・トイフォーラム（授賞式）

11月６日に「グッド・トイフォーラム」を開催。コロナ対策の
ため人数制限を行い、２年ぶりにリアルでの授賞式を開
催。運営委員によるオンラインでの中継も行った。初の
試みで、３部制で「授賞式」「おもちゃコンサルタントによる
グッド・トイ プレゼン大会」「メーカーとの交流会」を実施。
受賞メーカー・作家、おもちゃコンサルタントなど全国各
地から約100名が参加した。

（Ⅲ）普及・啓発

11月６日に「グッド・トイガイド2022」を発刊。また、東京お
もちゃ美術館のグッド・トイ展示室のほか、全国の姉妹館
やグッド・トイカフェなどで新受賞玩具を展示・紹介するな
ど普及活動も各地で行った。



①芸術・絵画部門
２．専門家の
育成事業

新たな資格講座を開講
ニーズをつかみ申込増

（Ⅰ）夏の芸術教育学校
開催期間：7月26日～8月11日
会場：東京・大阪・福岡 講座数：138講座

受講者数：約2850名
WEB講座数：41講座 受講者数約2500名

（Ⅱ）絵画指導養成講座
・初級絵画指導インストラクター
受講者数：通学コース 13名 通信コース 78名
・上級絵画指導インストラクター
受講者数：通学コース 9名 通信コース 23名
・絵画指導スペシャリスト養成講座
オンライン開催 16期認定者数：8名

（Ⅲ）保育 あそび発達サポーター養成講座
2022年11月開講～2023年3月 受講者数：184名
認定スクーリング3回 認定者44名

（Ⅳ）子どものための芸術と遊びフォーラム オンライン開催
開催日：2023年2月26日 参加者数：79名

（Ⅴ）講師研究交流会 オンライン開催
開催日：2022年11月23日 参加者：約60名

（Ⅵ）芸術教育学校WEB講座 通年開講

講座数：41講座 受講者数：約240名（夏以外）

（Ⅶ）あーと・らぼ 子どもアートスクール

造形教室 11名 絵画教室 8名

②高齢者部門（高齢者アクティビティ開発センター）
２．専門家の
育成事業

コロナ禍にこそアクティビティ・ケア！

利用者と豊かな時間を過ごすことを目指
す

（Ⅰ）アクティビティ インストラクター

高齢者ケアの現場は、依然としてコロナ禍であり、施設職員
の研修会参加が難しい状況が続いているが、通学での開催
を2回増やすことができ、若干、回復の兆しがみられた。

認定者数は、オンライン 70名、通学 8回開催（東京4回・
地方4回） 151名。合計221名、昨年より26名増となった。

（Ⅱ）アクティビティ ディレクター

第30期（9-10月）をオンラインで初開催、アクティビティ・ケ
ア宣言施設からは、2名が受講。合計9名を認定。受講者か
らは、想像以上にグループワークで楽しくコミュニケーション
ができ、有益な時間を過ごせたと好評であった。

（Ⅲ）アクティビティ・ケア宣言施設

１施設が閉所、全9施設となった。

（Ⅳ）オンラインおもちゃゼミナール

アクティビティ ディレクターを講師に迎え、それぞれの専門
性を生かしたアクティビティ実践を学び合うゼミナールを行っ
た。園芸、手工芸、リハビリ、アクティビティ・トイなど各回別
テーマで全7回開催し、延べ198名が参加。セミナーの受講
にもつながった。

（Ⅴ）オンラインで全国大会を開催

椅子タップダンス、実践報告、アクティビティ・ケア宣言施
設からの中継、施設利用者参加型のアクティビティ実践
「リハビリ」「手工芸」 「アクティビティ・トイオリンピック」を
行った。

日々、コロナ感染対策に奔走する中、アクティビティ・ケア
宣言施設からの中継や力強い実践報告は、アクティビ
ティ・ケアを志す参加者にとって希望に繋がる内容だった。



③おもちゃ部門
２．専門家の
育成事業

地方でも学びやすいようオンライン活用
学び方が選べるようになり、開催数増！

（Ⅰ）おもちゃインストラクター養成講座
年間98回開催（外部開催64回、自主開催34回）2,416名が受
講。会場開催とオンライン開催の2通りの方法で実施。オンライン
コース申し込みは128名。

（Ⅱ）おもちゃコンサルタント養成講座
通学は、１６講義を４日間で取得できる土曜・日曜コースを合わ
せて5期を開催。年間89名の受講生を集めた。

Eラーニングは、年間116名の申込み。認定者は７３名。スクーリ
ングを1日8時間のオンラインにて年間５回実施。

（Ⅲ）その他
１）「保育とおもちゃ研究会」
保育や子どもに関わる会員が、全国から延べ90名参加。「アナロ
グゲーム」「ままごと」「ごっこ遊び」などをテーマにオンラインで5
回開催。

２）香港
オンラインにて2月頭金多絵さん、3月多田純也さんに担当いた
だき「絵本・紙芝居」をテーマとした研修を、9月には、オンライン
にておもちゃインストラクター養成講座も開催。（連携：日本兒童
教育專業協會）

木育インストラクター過去最多580名
都庁セミナーもオンラインで開催

（Ⅰ）木育インストラクター養成講座
木育の専門家を養成する１日講座。東京・大阪開催以外にも、
地方開催が過去最多の18回を開催。28回の開催と580名の
認定者数はどちらも過去最高を記録。ウッドスタート宣言自治
体からの開催要請も多くあり、地域の木育推進にあたって、人
材養成の重要性、必要性が認知され始めている。

（Ⅱ）保育ナチュラリスト養成講座
昨年同様東京・大阪・千葉で計６回開催。約100名を認定。
フォローアップ講座も7回開催。どの講座も人気があり、リピー
ターも多く、受講生の満足度も高い。

（Ⅲ）森のめぐみの保育環境セミナー2022
日程： 9月10日 共催：東京都 場所：オンライン開催
100名を越える参加者がオンラインで参加。森の恵み（川上
側）が、保育の現場（川下側）に持ち込まれて、実際にどう活
かされるのかについて、木育活動の実践園6園から実践報告
をしていただいた。実践園の選定にあたっては、木育インストラ
クター、保育ナチュラリストの受講生が在籍する園の活動も参
考にした。
また、セミナー参加者を対象とした「森のめぐみのバスツアー」
も開催。「檜原森のおもちゃ美術館」など森林資源を活用する
現場を実際に見学し、木材利用・木育の意義を感じる機会と
した。

④自然部門
２．専門家の
育成事業

5



研究誌100号発行。テーマは
「芸術・遊び・平和」
Ｗｅｂマガジンで7名が連載執筆

（Ⅰ）研究誌 『芸術と遊び』100号発行

コロナ禍、ロシアによるウクライナ侵攻など昨今の不安
な情勢を受け、「芸術・遊びが育む平和を愛する心」と
いうテーマを掲げた。寄稿、提言あわせて約100名の
声が寄せられ、平和な社会の実現のために欠かせな
い「芸術・遊びの力」について改めて考える内容となっ
た。
その他、絵画や造形の実践報告のほか、オンライン
フォーラム、会員の活動、Web講座の開催状況など
2022年度の活動をまとめた。

（Ⅱ）Ｗｅｂマガジン 『good us（グッドアス）』
７名のおもちゃコンサルタントが連載を担当。幅広く遊
びの文化や魅力を発信した。
池谷 有利／池田 文／福永 寿紀／大西 未央
ハヤシ ケンジ／大森 舞／高木 萌子

（順不同・敬称略）
また、福岡おもちゃ美術館スタッフが、おもちゃ学芸員
の人となりを紹介する連載も開始。

①出版・情報発進
３．調査研究
・情報発信事業

池田文さん、大西未央さんの連載より

①おもちゃの広場
４．体験の場
創出事業

助成金によりおもちゃの広場セットを
全国120名に無期限レンタル

子育てサロン「おもちゃの広場」

北海道から沖縄県まで、85名のグループ開催者と94名の自
主開催者（どちらもおもちゃコンサルタント限定）による地域の
子育てサロン「おもちゃの広場」。コロナ3年目となる2022年
度は、人数制限・予約制など、工夫を凝らして活動が続けら
れ、その様子はブログやFacebookページで報告。

ブログ https://blog.goo.ne.jp/toy-hiroba

FBページ https://www.facebook.com/toyhiroba2022

11月27日には、「第9回 おもちゃの広場全国大会」をオンラ
インで開催。おもちゃコンサルタントマスター山口裕美子さん
による講演や、テーマ別のグループセッションなどを行い、全
国から約60名が参加した。

日本財団の助成により、120セットの「おもちゃの広場セット」を
作成。北海道から沖縄まで120名のおもちゃの広場開催者が、
手元におもちゃがあることで、年間を通じた複数回の広場開
催が可能になり、子育て中の親子の居場所や、高齢者が通
える場が増えた。

また高齢者向けセットも20セット作成したことで、アクティブシ
ニアの介護予防、要介護高齢者のリハビリやアクティビティに
つながる、高齢者版おもちゃの広場事業が立ち上げられた。



オンラインを中心に活動を実施

難病児向けのおもちゃセットの開発

（Ⅰ）オンラインでの遊び支援

3年目となる家庭で過ごす難病児・障害児の緊急支援策
としてスタートした、会議用ツールＺＯＯＭを活用した「オン
ラインおもちゃの広場」事業。３年目に入った2022年度も
日常的なあそび場、交流の場として、毎週水・土曜日の
10：00～10：30に実施し、約15名のおもちゃコンサルタン
トが活動した。

お子さんだけでなく、きょうだい児、ご両親の相談・交流事
業として、夜間のワークショップや交流会を実施。支援す
る側、される側の垣根を超えて、遊びを通じて人が繋がる
場作りを継続している。

（Ⅱ）病院でのおもちゃコンサルタントの活動

全国17病院での病児の遊びとボランティア活動は、病院
側で受け入れ態勢がとれないため、2022年度もすべての
活動場所で中止とした。

ホスピタルキャラバンは「相馬おもちゃのひろば」が福島県
相馬市にて３年ぶりに復活。病院への立ち入りは未だ難し
い状況のため、病院近くの総合福祉センターにて開催。２
名のおもちゃコンサルタントが５０点以上のおもちゃを持っ
て参加。約１００名近くの来場者が遊びを楽しんだ。

②病児の遊び支援
４．体験の場
創出事業

（Ⅲ）セミナー

10月10日 病児の遊びとおもちゃオンラインセミナー

（ボランティア募集のためのスキルアップセミナー）

3月5日 公開オンラインセミナー

「第18回病児の遊びとおもちゃケア」

基調講演：二瓶健次先生

（Ⅳ） スマイルデー（東京おもちゃ美術館招待イベント）

オンラインで実施。教材を事前に参加者宅に送るなどオンラ
インでも実感を得られる工夫も行った。

開催： 6月12日、18日、 8月10日、13日、20日

プログラム例

・館内ツアー＆アイリッシュハープコンサート

・自然観察ワークショップ 中継＠八ヶ岳

・「作ってあそぼう！ケロケロ楽器」

・「パパ・ママにもできるアロママッサージ」 ほか

助成：日本財団、TOOTH FAIRY、日本歯科医師会

（Ⅴ） 難病児向けおもちゃセット「あそびのむし」第二弾

２０２０年度実施の第一弾に加え、２０２３年度に第二弾とし
て新たに１５０か所への配布を実施するため、おもちゃセット
のリストを再検討、オリジナルおもちゃの開発も行った。

助成：日本財団

オンラインを中心に活動を実施

難病児向けのおもちゃセットの開発

④ 移動型おもちゃ美術館

開催数：計22回

概況：コロナ禍によるイベント控えが緩和傾向となり、過去
に開催実績のある自治体を中心に開催された。新規で開
催した団体もあり、多くの方が参加できる木育イベントへの
需要が少しずつ戻ってきた。

⑤「食べる・遊ぶ・笑う こども食堂」

子ども食堂でおもちゃの貸し出しを行う「おもちゃライブラ
リー」を開始。40団体に世界のおもちゃセットを寄贈し、貸
出活動を開始した。コロナ禍で活動が制限される子ども食
堂で、

（Ⅱ）支部活動（地域グッド・トイ委員会）

【オンライン支部長会議】

第1回 6月8日 第2回 3月19日

【支部サポートプログラム】

千葉、静岡、宮城の３支部でサポートプログラムを活用し
たオンライン講座を開催。

【グッド・トイカフェ】

千葉、秋田、群馬、宮城、神奈川、岩手、宮崎、青森、岐

③キャラバン ④子ども食堂 ⑤地域活動支援 ほか
４．体験の場
創出事業

（Ⅱ）その他

「おもちゃの宅配サービス」

送料のみの負担で借りられる会員サービス。対面でのイベ
ントが増えたことから稼働率がアップ。

（Ⅲ） オンラインおもちゃゼミ

全12講座開催し、のべ561名が参加。高齢者アク
ティビティやおもちゃの広場、わらべうたなどが人
気の講座となった。



木育推進事業 ①ウッドスタート （担当理事：多田千尋／大谷忠／馬場清）
５．地域活性化
事業

甲賀市、沖縄県がウッドスタート宣言

①ウッドスタート（誕生祝品事業）

（Ⅰ）自治体

地域活性化センターと連携し、オリジナルの木製玩具を誕生祝品
として寄贈する取組を継続。11月に滋賀県甲賀市、1月に沖縄県
が新たにウッドスタート宣言を行い、宣言自治体数は、54市区町
村、4県にまで増加した。

また、甲賀市では調印式と同時に木育円卓会議を開催。市全体
で連携を図りながら子どもたちへ繋ぐ未来のために木育活動を一
層推進していくことを確認し合った。

更に東京都檜原村、長野県佐久穂町、群馬県沼田市、奈良県
吉野町、熊本県五木村、熊本県小国町などでは新しい誕生祝い
品のおもちゃを開発した。

（Ⅱ）保育園 等

木育こどもの家白石園、木育こどもの家藤野園（北海道札幌市）、
パル★きっず足立の3園がウッドスタート宣言。これで宣言済みの
園は29園となった。

（Ⅲ）東京おもちゃ美術館イベントに自治体が出展

ウッドスタート事業およびウッドスタート自治体の取り組みを一般の
方にも周知するため、東京おもちゃ美術館でのワークショップイベ
ントを開催した。埼玉県秩父市、東京都檜原村、千葉県山武市、
秋田県大館市が出展し、各地の木材を活用した木育ワークショッ
プを通じて、木の温もりや木のある暮らしの良さを来館者に知って
いただく機会を創出した。

木育拠点整備
5．地域活性化
事業

木育サミットオンラインで連続開催

持続可能な社会を目指し語り合う

・林野庁補助事業

「第10回木育サミット」
計5回のＬｉｖｅ配信と6本の動画をオンデマンド配信を2022年12月
～2023年1月に実施した。のべ参加者数は1,800人となり過去最
高となった。さらに、「木育共同宣言」では今年度新たに405の団
体・個人の賛同を得て、賛同者数合計は1500を超えた。

10回目の節目となった今大会は、これまでのサミットを振り返りな
がら、今後の木育の展開に向けた課題として、＜都市住民の意識
の醸成＞＜カーボンニュートラルの実現＞を軸に議論を深めた。
また記念講演として養老孟司氏にご登壇いただき、人間の暮らし
と自然との繋がりや付き合い方を考える機会とした。

『沖縄 木育サミット』

特定地域の木育事例を取り上げる「県版木育サミット」として、
2023年1月15日に琉球新報ホール（沖縄県那覇市）にて開催。
県内を中心に250名の参加者を集めた。

冒頭、沖縄県が県としては全国で4番目として「ウッドスタート宣言」
を行い、県と当協会が連携・協力して県内の木育を推進していくこ
とを誓った。プログラムでは、首里城復元のリーダー的存在である
高良倉吉氏の基調講演、県内の木育実践者によるパネルディス
カッションを通じて、「沖縄ならではの木育」を語り広げることができ
た。



①福岡おもちゃ美術館
６．施設運営
および監修事業

都市部の超大型施設に開館
県内認知度を高めた１年

（Ⅰ）全体状況
4月に開設された大型商業施設「ららぽーと福
岡」の別棟にて開館。ショップApty福岡、福岡
県大川市の家具工房6社連合体である
「OKAWA FACTORIA」と連携し、運営を行った。
初年度の入館者数は、約9万名。館内の魅力
を知ってもらおうと短時間券の設置や、県の幼
稚園および保育園協会の広報協力の効果が
高かった。
また、11月から平日半年パスポートの特典とし
て乳幼児対象「赤ちゃん木育クラブ」を週2回開
催。平日の集客アップを目指した。

（Ⅱ）おもちゃ学芸員（ボランティアスタッフ）
おもちゃ学芸員登録者数：397名
（養成講座12期まで開講）
一日の平均活動者数：平日14名、土日祝日
24名
年間延べ参加者数：4905人

（Ⅲ）イベント
1日3回の積木イベント、手作りおもちゃ工房、い
とのこ体験など、スタッフ主導でおもちゃ学芸員
と一緒にイベントを毎日開催した。
また、子ども劇場をはじめとする地域の文化団
体などと連携したイベントも実施した。

６．施設運営
および監修事業 ①福岡おもちゃ美術館



②東京おもちゃ美術館
６．施設運営
および監修事業

定員により人数制限を実施しながら運営を継続
年明けから来館者数、急増

（Ⅰ）全体状況
入館者数：9万4千人
2020年度以降「完全事前予約制」での運営を続けている。コロナ禍
の三密を避けるための策だったが、「混みすぎず遊びやすい」と好評。
夏休み期間（７～８月）に新型コロナ第7波が起こり入館者数が落ち
込んだが、年明けの1～3月には自粛ムードが緩み、概ね当初の予
定通りの入館者数を迎えることが出来た。

（Ⅱ）おもちゃ学芸員（ボランティアスタッフ）
登録者数：337名
参加者数：延べ3063人。
毎日10～15名の参加があり、コロナ前の活気を取り戻している。2～
3年ぶりに活動に復帰する方も増え、館内でボランティアスタッフ同
志の同窓会の様な雰囲気になることがある。

（Ⅲ）収蔵品貸し出し
他施設への貸し出しを行い、収蔵品をより幅広い方々に見ていただく
機会を持った。
・6月11日～8月28日 新宿歴史博物館
「記憶の底にある宝物 子ども時代の遊びとおもちゃ」展
・7月2日～9月11日 神奈川県立地球市民かながわプラザ
「おもちゃでめぐる世界の秘密」展

（Ⅳ）イベント
昨年度から開始した「毎日の有料工作」は合計2,539名の参加があ
り目標人数を達成した。

③やんばる森のおもちゃ美術館
６．施設運営
および監修事業

村からの要請受け当法人の運営に

スタディツアー即日満席の人気ぶり

本年度より、当法人による直営（管理費なしの

指定管理委託）によって再スタートを切った。お

もちゃコンサルタントや木育インストラクターの資

格取得者が職員となり運営を開始した。

年間来館者数は、13,000名。

これまでできていなかった「おもちゃ学芸員養

成講座」の開催や草玩具による定例ワーク

ショップなどを通して、地域の方々の活躍の場

の創出や、文化伝承の場としての魅力を高める

ことができている。

3年ぶりの開催となったスタディツアーは、40名

の定員がすぐに埋まるほど人気が高く、ツアー

参加者を国頭村の方々が盛大に迎えてくれた。



③姉妹おもちゃ美術館 設立運営監修 （担当理事：多田千尋、大谷忠）
６．施設運営
および監修事業

年度内に下記の3館の設立を実施した。

●４月「讃岐おもちゃ美術館」

●11月「木曽おもちゃ美術館」

●３月 「那賀町山のおもちゃ美術館」

また、前年度から続いて「焼津おもちゃ美術館」へ職員を派遣し
ての運営支援も続いている。

空間設計はもちろん、スタッフ及びおもちゃ学芸員の育成、後方
支援など、幅広い領域での総合慣習を実施。地域文化の特色や、
木材をふんだんに活かした施設となっており、未だに長引くコロ
ナ禍の影響を受けつつも、それぞれの館に多くの方が訪れた。

また同時に、翌年度以降に開館する「佐川おもちゃ美術館」、
「三郷町おもちゃ美術館（仮称）」、「御殿場おもちゃ美術館
（仮称）」の整備を進めた。

またほぼ全てのおもちゃ美術館で「おもちゃ学芸員養成講座」を
開催。全国で誕生したおもちゃ学芸員の累計人数は約1,200人と
なった。

進行中の姉妹おもちゃ美術館 一覧 ※日付は開館予定日

• 佐川おもちゃ美術館 （高知県） ：2023年7月

• 三郷町おもちゃ美術館 （奈良県） ：2024年

• 御殿場おもちゃ美術館（静岡県） ：2025年

香川県高松市、長野県木曽町、徳島県那賀町の
３館で姉妹おもちゃ美術館が開館

讃岐おもちゃ美術館

木曽おもちゃ美術館

那賀町山のおもちゃ美術館



単位【円】

2021年度 2022年度 2022年度
決算 補正予算 決算 差引【万】 ％

Ⅰ 収益

１．受取会費

正会員受取会費 11,970,000 12,900,000 13,305,000 41 103%

賛助会員受取会費 300,000 300,000 300,000 0 100%

２．受取寄附金

受取寄附金 8,866,915 5,600,000 5,519,000 ▲ 8 99%

３．受取助成金等

受取民間助成金及び補助金 29,168,150 57,240,000 58,981,271 174 103%

４．事業収益 広場3700 文化庁300

(1)普及 ・啓発事業 1,914,560 1,580,000 1,531,000 ▲ 5 97%

（グッド・トイ選考、普及活動）

(2)専門家の育成事業 81,308,218 92,740,000 93,309,833 57 101%

（芸術教育、アクティビティ、おもちゃ等資格認定講座）

(3)調査研究・情報発信事業 69,497 70,000 92,438 2 132%

（情報発信、書籍編集、Webマガジン）

(4)体験の場創出事業 7,149,800 38,580,000 39,057,997 48 101%

（キャラバン、病児、広場、まつり、ミャンマー　他）

(5)地域活性化事業 72,728,005 70,000,000 73,311,398 331 105%

（ウッドスタートなどの木育推進）

(6)施設運営および監修事業
（東京おもちゃ美術館、姉妹館設立・運営協力）

直営館（東京・福岡・沖縄） 50,219,950 179,300,000 191,184,666 1188 107%

姉妹おもちゃ美術館　設立＆運営支援 283,133,112 350,900,000 352,622,555 172 100%

(7)その他目的を達成するために必要な事業

４．事業収益計 496,523,142 733,170,000 751,109,887 1794 102%

５．その他収益

受取利息 6,387 5,000 1,567 ▲ 0 31%

雑収益 61,308 25,000 31,886 1 128%

収益計 546,895,902 809,240,000 829,248,611 2,001

予算比
科目

特定非営利活動法人芸術と遊び創造協会

２０２２年度 決算
活動計算書

2022年4月1日から2023年3月31日まで



2021年度 2022年度 2022年度

決算 補正予算 決算 差引【万】 ％

Ⅱ 費用

１．事業費

人件費

給料手当 128,906,311 154,790,000 156,992,759 220 101%

法定福利費 17,794,513 20,960,000 22,023,542 106 105%

福利厚生費 499,593 360,000 171,606 ▲ 19 48%

通勤費 4,395,145 7,370,000 7,215,847 ▲ 15 98%

人件費計 151,595,562 183,480,000 186,403,754 292 102%

その他経費

事業　支出 107,733,337 110,870,000 121,238,332 1037 109%

外  注  費 164,703,532 258,840,000 260,736,734 190 101%

通信運搬費 16,215,051 18,370,000 19,624,385 125 107%

旅費交通費 16,205,287 21,560,000 27,991,767 643 130%

広報印刷費 8,969,572 10,010,000 9,227,819 ▲ 78 92%

交　際　費 863,322 1,210,000 1,117,489 ▲ 9 92%

会  議  費 9,778,883 9,160,000 10,073,941 91 110%

消耗品費 9,715,647 41,940,000 42,187,388 25 19%

家　　　賃 4,677,600 51,020,000 52,777,774 176 1%

水道光熱費 0 8,400,000 7,795,829 ▲ 60 3%

保  険  料 352,268 610,000 452,636 ▲ 16 74%

租税  公課 220,000 200,000 215,850 2 108%

リース  料 3,417,792 3,690,000 3,657,098 ▲ 3 99%

支払手数料 5,743,575 9,880,000 8,990,623 ▲ 89 91%

減価償却費 7,267,037 21,300,000 16,793,877 ▲ 451 79%

雑      費 1,201,146 3,200,000 3,197,125 ▲ 0 100%

その他経費計 357,064,049 570,260,000 586,078,667 1582 103%

事業費計 508,659,611 753,740,000 772,482,421 1874 102%

２．管理費

人件費

給料手当 18,937,036 18,000,000 18,122,146 12 101%

法定福利費 3,583,867 2,700,000 2,974,627 27 110%

福利厚生費 2,086,101 2,200,000 1,996,928 ▲ 20 91%

通勤費 503,055 900,000 789,456 ▲ 11 88%

人件費計 25,110,059 23,800,000 23,883,157 8 100%

その他経費

外  注  費 368,370 70,000 0 ▲ 7 0%

通信運搬費 1,690,761 1,600,000 1,574,455 ▲ 3 98%

旅費交通費 2,367 50,000 8,010 ▲ 4 16%

広報印刷費 349,271 500,000 242,817 ▲ 26 49%

交　際　費 115,384 120,000 49,967 ▲ 7 42%

会  議  費 44,882 150,000 92,239 ▲ 6 61%

消耗品費 1,129,546 800,000 1,285,561 49 161%

家　　　賃 0 0 0 0

支払報酬 1,091,840 1,300,000 1,263,000 ▲ 4 97%

租税公課 14,833,128 22,000,000 10,139,009 ▲ 1186 46%

リース  料 18,480 30,000 18,480 ▲ 1 62%

支払手数料 347,930 500,000 478,323 ▲ 2 96%

減価償却費 67,361 50,000 67,361 2 135%

雑費 29,805 30,000 40,495 1 135%

その他経費計 20,089,125 27,200,000 15,259,717 ▲ 1194 56%

管理費計 45,199,184 51,000,000 39,142,874 ▲ 1186 77%

費用計 553,858,795 804,740,000 811,625,295 689 101%

Ⅲ．増減額

当期正味財産増減額 -6,962,893 4,500,000 17,623,316 1312 392%

前期繰越正味財産額 198,827,128 191,864,235 191,864,235 0 100%

当期正味財産合計額 191,864,235 196,364,235 209,487,551 1312 107%

（１）

（２）

予算比

（１）

（２）

科目



【2022】事業別　決算
93,309,833 13,713,114

定款事業名 (1)普及啓発 (2)専門家の育成 (3)研究情報発信 (4)体験の場創出

プロジェクト名 選考/普及 芸術教育 アクティビティ おもちゃ 自然 情報発信事業
移動型

おもちゃ美術館
おもちゃの広場 おもちゃまつり 病児遊び支援 地域活動支援

【経常収入】

事業収入 1,531,000 40,389,519 3,216,532 35,990,668 13,713,114 92,438 31,937,380 49,500 0 299,637 50,000

助成金・補助金 0 0 0 0 0 0 0 36,750,000 0 12,763,224 0

会費・賛助会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
寄付金 0 0 8,000 0 0 0 0 0 0 5,000 0

　収入計 1,531,000 40,389,519 3,224,532 35,990,668 13,713,114 92,438 31,937,380 36,799,500 0 13,067,861 50,000

【経常支出】

事業支出 0 2,494,618 166,028 7,294,222 2,673,023 163,382 4,983,899 0 0 506,000 390,000

給料手当 1,500,000 15,985,311 7,087,359 13,207,007 1,800,000 0 4,262,145 1,000,000 0 6,700,000 360,000

外注費 474,888 8,483,900 524,000 4,358,576 2,371,876 462,909 4,427,920 3,727,200 0 4,188,784 120,000

法定福利費 160,000 2,305,742 1,120,426 1,866,819 300,000 0 589,051 0 0 470,000 0

福利厚生費 0 10,000 8,000 0 20,000 0 18,534 0 0 0 0

通勤費 120,000 746,850 211,070 401,916 180,000 0 113,600 0 0 90,000 0

通信運搬費 394,776 5,131,364 268,592 558,884 346,431 10,659 4,138,382 1,116,064 0 218,875 1,368,588

旅費交通費 382,157 1,070,185 336,356 1,446,014 1,547,467 0 1,702,719 53,389 787 459,439 0

広報印刷費 744,745 1,687,715 193,510 437,110 139,600 0 14,256 98,710 45,790 59,320 294,517

交際費 0 94,275 5,317 36,609 6,392 0 40,471 0 0 3,674 0

会場・会議費 59,440 7,662,139 51,461 248,333 182,552 0 75,396 2,000 3,400 21,250 13,900

消耗品費 144,550 1,013,421 54,773 339,486 20,536 32,800 943,607 30,732,159 0 1,218,992 5,244

家賃 0 1,782,000 396,000 1,782,000 0 0 0 0 0 0 0

水道光熱費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保険料 0 21,090 0 0 0 0 0 0 0 0 0

租税公課 0 3,600 0 0 400 0 0 0 0 0 0

リース料 0 1,043,588 231,908 1,043,588 0 0 0 0 0 0 0

支払手数料 6,380 671,550 59,681 471,741 97,363 1,646 13,623 11,995 0 27,670 3,720

減価償却費 0 289,550 35,942 290,000 0 690,768 500,482 0 0 0 0

雑費 0 7,000 40,000 10,000 0 0 9,300 0 0 0 0

　支出計 3,986,936 50,503,898 10,790,423 33,792,305 9,685,640 1,362,164 21,833,385 36,741,517 49,977 13,964,004 2,555,969

収支差額 ▲ 2,455,936 ▲ 10,114,379 ▲ 7,565,891 2,198,363 4,027,474 ▲ 1,269,726 10,103,995 57,983 ▲ 49,977 ▲ 896,143 ▲ 2,505,969

22年補正予算 ▲ 1,860,000 ▲ 9,670,000 ▲ 7,930,000 1,490,000 2,890,000 ▲ 1,260,000 9,700,000 970,000 0 ▲ 980,000 ▲ 3,650,000

差引 ▲ 595,936 ▲ 444,379 364,109 708,363 1,137,474 ▲ 9,726 403,995 ▲ 912,017 ▲ 49,977 83,857 1,144,031

【2022】事業別　決算案
39,057,997 73,311,398 191,184,666 543,807,221

定款事業名 (4)体験の場創出(5)地域活性化 (6)施設運営および監修

プロジェクト名
こども食堂、被災
地支援、その他

ウッドスタート
木育拠点整備
（林野庁 他）

東京おもちゃ
美術館運営

福岡おもちゃ
美術館

やんばる森の
おもちゃ美術館

姉妹館設立・
運営監修

【経常収入】 【経常収入】

事業収入 6,721,480 65,027,694 8,283,704 94,550,729 87,800,574 8,833,363 352,622,555 751,109,887 33,453 事業収入 751,143,340

助成金・補助金 0 0 3,500,000 1,330,000 1,614,000 2,124,047 0 58,081,271 900,000 助成金・補助金 58,981,271

会費・賛助会費 0 300,000 0 0 0 0 0 300,000 13,305,000 会費・賛助会費 13,605,000

寄付金 180,000 0 0 4,689,197 404,797 0 0 5,286,994 232,006 寄付金 5,519,000

　収入計 6,901,480 65,327,694 11,783,704 100,569,926 89,819,371 10,957,410 352,622,555 814,778,152 14,470,459 経常収入計 829,248,611

【経常支出】 *1受取利息及び雑収益 【経常支出】

事業支出 5,317,292 32,767,307 3,391,566 3,410,504 2,587,703 2,715,827 52,376,961 121,238,332 1,263,000 事業支出 122,501,332

給料手当 200,000 9,248,245 1,230,000 27,148,260 30,041,100 6,437,419 30,785,913 156,992,759 18,122,146 給料手当 175,114,905

外注費 0 7,167,182 6,153,100 947,840 883,483 285,937 216,159,139 260,736,734 0 外注費 260,736,734

法定福利費 0 1,783,096 0 4,070,275 3,371,482 768,300 5,218,351 22,023,542 2,974,627 法定福利費 24,998,169

福利厚生費 0 18,662 0 21,800 26,882 11,780 35,948 171,606 1,996,928 福利厚生費 2,168,534

通勤費 0 299,616 0 2,127,801 2,246,002 140,652 538,340 7,215,847 789,456 通勤費 8,005,303

通信運搬費 30,603 1,936,789 147,088 1,129,506 1,336,026 191,484 1,300,274 19,624,385 1,574,455 通信運搬費 21,198,840

旅費交通費 776 357,633 449,072 3,166,063 5,182,225 1,492,198 10,345,287 27,991,767 8,010 旅費交通費 27,999,777

広報印刷費 69,134 710,656 461,605 475,923 1,278,033 201,322 2,315,873 9,227,819 242,817 広報印刷費 9,470,636

交際費 42,000 5,907 0 18,545 131,054 202,678 530,567 1,117,489 49,967 交際費 1,167,456

会場・会議費 3,200 64,545 236,216 354,805 199,665 50,078 845,561 10,073,941 92,239 会議・会場費 10,166,180

消耗品費 24,220 225,835 21,883 2,606,132 3,805,601 831,961 166,188 42,187,388 1,285,561 消耗品費 43,472,949

家賃 0 0 0 6,189,800 42,627,974 0 0 52,777,774 0 家賃 52,777,774

水道光熱費 0 0 0 1,694,095 5,527,689 574,045 0 7,795,829 0 水道光熱費 7,795,829

保険料 0 211,060 0 37,536 182,950 0 0 452,636 0 保険料 452,636

租税公課 0 0 0 1,850 0 0 210,000 215,850 10,139,009 租税公課 10,354,859

リース料 0 0 0 1,099,008 239,006 0 0 3,657,098 18,480 リース料 3,675,578

支払手数料 480 26,245 8,740 4,457,875 2,682,973 47,602 401,339 8,990,623 478,323 支払手数料 9,468,946

減価償却費 0 0 0 4,819,927 10,167,208 0 0 16,793,877 67,361 減価償却費 16,861,238

雑費 0 10,000 0 2,071,641 944,944 89,240 15,000 3,197,125 40,495 雑費 3,237,620

　支出計 5,687,705 54,832,778 12,099,270 65,849,186 113,462,000 14,040,523 321,244,741 772,482,421 39,142,874 支出計 811,625,295
*2 支払報酬費

収支差額 1,213,775 10,494,916 ▲ 315,566 34,720,740 ▲ 23,642,629 ▲ 3,083,113 31,377,814 42,295,731 収支差額 17,623,316

22年補正予算 1,860,000 13,300,000 290,000 21,300,000 ▲ 23,240,000 ▲ 4,500,000 42,910,000 41,620,000 収支差額 4,500,000

差引 ▲ 646,225 ▲ 2,805,084 ▲ 605,566 13,420,740 ▲ 402,629 1,416,887 ▲ 11,532,186 675,731 13,123,316

事業費計 一般管理費 総合計

*1

*2



〔単位：円〕

　資産の部 　負債の部

1 流動資産 1 流動負債

現金 1,957,607 未払金 49,033,385

普通預金 69,483,731 前受金 2,301,776

定期預金 11,513,571 前受会費 6,905,000

未収入金 130,517,731 預り金 616,416

棚卸資産・貯蔵品 6,045,688 未払税 255,000

前払費用 3,958,642

流動資産合計 223,476,970 2 固定負債

2 固定資産 長期借入金 127,020,000

建物付属設備 125,175,170

工具器具備品 9,424,505 負債合計 186,131,577

繰延資産 14,754,983

出資金 100,000 　正味財産の部

敷金 22,687,500 前年度正味財産 191,864,235

当期増減額 17,623,316

固定資産合計 172,142,158 純資産合計 209,487,551

資産合計 395,619,128 395,619,128負債・純資産合計

特定非営利活動法人
芸術と遊び創造協会

 ２０２２年度決算

貸借対照表
2023年３月３１日現在

監査報告書



書式第１７号（法第２８条関係）

 2022年度　財産目録
特定非営利活動法人 芸術と遊び創造協会

 （単位：円）
科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

現金預金
手元現金 1,957,607
みずほ銀行普通預金　① 34,464,632

　〃　　　　②寄附金専用 1,495,364
　〃　　    ③四谷 453,097
　〃　　    ④前払 119

郵便振替口座  ① 459,539
　〃　　　　②寄附金専用 332,148
　〃　　　　③人材育成部用１ 255,202
　〃　　　　④人材育成部用２ 152,421

西武信用金庫　① 17,293,780
　〃　　　　②助成金用 0

ＰａｙＰａｙ銀行 14,010,181
　〃　 　人材育成部用 59,919

沖縄海邦銀行 209,912
福岡銀行 297,417

定期預金
みずほ銀行 中野北口支店 6,500,000
西武信用金庫　東中野支店　① 5,013,571
西武信用金庫　東中野支店　② 0 82,954,909

未収金
徳島県那賀町 45,207,800
埼玉県秩父市 7,939,558
高知県佐川町 6,135,800
徳島県三好市 4,183,894
その他　 　59件 67,050,679 130,517,731

前払費用 3,958,642 3,958,642
仮払金 0 0
商品・貯蔵品

棚卸資産 5,959,304
貯蔵品（切手・印紙など） 86,384 6,045,688

流動資産合計　・・・① 223,476,970
２　固定資産

（１）有形固定資産
建物付属設備 125,175,170
工具器具備品 9,424,505 134,599,675

（２）無形固定資産
（３）投資その他の資産

出資金 100,000
敷金 22,687,500
繰延資産 14,754,983 37,542,483

固定資産合計　・・・② 172,142,158

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 395,619,128

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

未払金
Fy design studio 22,657,250
株式会社Tree to Green 5,500,000
有限会社安崎木工所 2,926,000
その他　61件 17,950,135 49,033,385

前受金
次年度事業収入 2,301,776
次年度年会費 6,905,000 9,206,776

未払法人税 255,000 255,000
預り金

職員に対する源泉徴収税 0 0
外注費に対する源泉徴収税 616,416 616,416

流動負債合計　・・・③ 59,111,577
２　固定負債

長期借入金
西武信用金庫借入金 127,020,000 127,020,000

固定負債合計　・・・④ 127,020,000

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 186,131,577

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 209,487,551

事 業 報 告 用




